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論文内容の要旨

本論文は，水面重力波の規則波及び、不規則j波の制御すなわち，規則波及び不規則波の消波問題と消波・

造波問題を研究し，その理論に基づいて試作された上下動揺可能な浮体部を持つ着壁式消波・造波装置

で消波・造波の実験的検証を行うと共に，造波装置の種々の方式について性能比較を行ったものである。

本論文は次の 7 章から成っている。

第 1 章では，この問題の由来と現状について述べ，特に着壁式消波・造波装置で波の消波及び消波・

造波を行う場合に考慮すべき点を指摘している。

第 2 章では，着壁式消波・造波装置による規則波の完全消波問題を取り扱い，規則波成分を，波なし­

浮体動揺時の波と，波あり-浮体固定時の波に分け，この合成波を考える立場から考察している。また，

着壁式消波・造波装置の構成，浮体の流体力学的特性及び外部力学系の主要特性を示し，この装置で規

則波を100%に近い効率で消波した実験の結果を示している。

第 3 章では，不規則波の完全消波問題を理論的に検討しこの不規則波の完全消波は物理的に実現で

きないこと，すなわち不規則波の完全消波条件を満たす外部制御力は因果律を満たさないことを指摘し

ている O また着壁式消波・造波装置で不規則波の高効率消波を実現するため，実現性のある因果消波シ

ステムと定係数消波システムの三つを提案し，これらについて理論と実験を行い，その結果を示してい

る。

第 4 章では，規則波の消波・造波問題を独立の消波問題と造波問題に分けて考え，消波・造波時の浮

体の運動，外部制御力に対する反射波と造波信号との位相関係の影響を調べ，その結果を示している。

第 5 章では，不規則波の消波・造波問題を，独立した不規則波消波問題と不規則波造波問題に分けて
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考察した後，それらの重ね合わせとして本問題を理論的に明確にしている。また，過渡水波を使った不

規則波の消波・造波実験を行い理論の検証結果を示している。

第 6 章では，ピストン式，フラップ式及びプランジャー式造波装置を消波・造波装置として使用する

場合に必要になる水深が変わる場合の造波性能を計算し，相互の比較を行った結果を示している。

第 7 章では，以上の研究で得られた本論文の結論を示している。

論文の審査結果の要旨

海洋空間の有効利用にとって海洋波を制御することは重要なことである O 本論文は，波の吸収問題と，

波を吸収しつつ新しい波を造波するという消波・造波問題の理論的解析法を規則波と不規則波に関して

示すとともに，理論に基づき開発された装置を使い，実験で上記の理論を検証したものである。

本論文で示された理論的解析手法と実験装置には独創性と新しい知見がある。その主要な点は次のと

おりである。

(1) 規則波，不規則波を吸収する理論を発展させ，水波を制御する場合に考慮すべき因果律についての

考え方を示した。

(2) 波を吸収しつつ同時に新しい波を作り出す消波・造波装置の性能について調査検討し十分な精度

で波の消波・造波が可能なように装置の性能向上を図った。

(3) 入射波を吸収しながら，任意の波を自由に制御して造波することが可能なように波の制御理論を発

展させた。

(4) 波を作り出す種々の造波装置の方式について流体力学的に検討し各方式の長所，短所を明らかに

し fこ O

以上のように，本論文は，波浪制御の理論的発展に有益であるとともに，その理論により作られた消

波・造波装置を実用に供し得るまで性能を向上させたもので，流体力学と制御理論を結合したものとし

て技術上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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